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私が建設業を選択した理由は、道路や橋などスケールの大きさに魅力を感

じ、そのようなモノづくりに携わりたいと考え、また、モノづくりを通じて

社会基盤を支える仕事をしたいと思った事がきっかけでした。 

建設業は、モノづくりを通じて人々の生活を豊かにするだけでなく、地域

のインフラ整備など、人々が快適に生活できる担い手であります。また、豪

雨、大雪、大地震などの災害時には最前線で安全、安心の確保を担う地域の

守り手でもあります。右の写真は、大雪時におけるスタック車両を救助して

いる状況です。このようにさまざまな角度から地域経済や国民生活の社会基

盤を支える大きな役割を担っています。そして、その役割を果たす達成感は、

建設業でしか味わえることができません。 

さまざまな職業があり、さまざまなプラスのイメージやマイナ

スのイメージがあります。建設業は、社会の基盤を支えているに

も関わらず、マイナスのイメージが大きく取り上げられているよ

うな気がします。また、近年の業界は若手の人材が不足しており、

若手入職希望者の減少に歯止めをかける取組が行われています。

こうして建設業界は変化していっている中で、若手の人材は大変

貴重であり、ベテラン技術者に直接指導してもらうことができ、                                     

活躍する舞台が整っている状態であります。そして、若い世代で

建設業界を担うことは、他の職業に負けないフレッシュさがあり、

さらに魅力的な職業となるのではないでしょうか。 
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